
団 体 相模どうぶつ愛護の会

高齢者と伴侶動物が
最期まで暮らせるシステムづくり

平成３１年度市民提案型協働事業報告

担当課 生活環境課



目 的

・高齢者がペットと一緒に最期まで生活できる
環境を整えるシステムづくり

・高齢者によるペットの多頭飼育崩壊の予防や
ボランティア団体によるペットの過剰受入れの
抑制を図る。



事業概要

高齢社会となり、適正に最期までペットを飼うことが

できずに、手放す高齢者が増えていることから

１ 高齢者が飼養するペットについて、高齢者と介護支援専門員
の間で起きている現状を把握するため、介護支援専門員向けに
アンケート調査を実施するとともに

２ リーフレットやチラシを作成し

３ ペットの受入れ可能な介護施設やペット信託等を普及
啓発するために、講演会を実施した。



役割分担

行政

団体

・リーフレット・チラシ作成、アンケート作成

・アンケート調査の取りまとめ・分析

・講演会の実施

・アンケート調査・リーフレット等作成に対する助言及び
経費の一部負担

・介護支援専門員に対するアンケート調査票の配布及び
回収

・講演会への協力



１

事業内容 １

高齢介護課
生活環境課

介護支援専門員２高齢介護課
生活環境課

アンケートの作成

集計・分析・まとめ

アンケート
回収

アンケート調査実施までの経緯

橋渡し
３

アンケートに

解答



◇高齢者と介護支援員が担当している利用者の世帯数3,219世帯数

アンケート調査結果

飼っている

473 世帯, 15%

飼っていない

2,746 世帯, 85%

ペットを飼っていますか？



犬

272匹，45%

猫

286匹，47%

その他 51匹，8%

（インコ、オウム、鳥、

メダカ、カメ、リスザル等）

ペットの種類は何ですか？



ある

53件，59%

ない

37件，41%

飼っているペットのことで、

利用者の支援上で困ったことはあります

か？



ペットがいることにより不衛

生になった

26件，24%

ケアマネジャーが訪問時の

ペットの対応に困った

24件，22%

ペットが躾されて

いない

18件，16%

サービス提供の上で支障が

あった

15件，14%

利用者が在宅で生活できな

くなったときに、ペットの

対処に困った

8件，7%

利用者がペットを手放すことが

できない（入院拒否・施設を拒否

等）

8件，7%

サービスを提供するときにペット

の安全が確保できない

4件，4%

不妊・去勢手術を受けさせていないため、仔

犬・仔猫が生まれて困った

3件，3%
近隣の人へ迷惑になり、苦情

があった

3件，3%

どんなことで困っていますか？



事業内容 ２ リーフレット（三つ折り） 表



リーフレット（三つ折り） 裏



リーフレット（三つ折り） 裏



事業内容 ３

日時：令和元年11月16日（土） １４：００～１６：００
場所：本町公民館 ２階多目的ホール
演題：「高齢者とペットの終活最新事情」
講演内容：
◇高齢者とペットの間で起きている諸問題とその背景について触れペットを受入れ
可能な介護施設やペット信託等を普及啓発するために、講演会を実施。
◇動物がその命を終えるまで、 「終生飼養」の義務があり
◇そのために、対処法として、飼えなくなる前に
生前対策として、『ペット信託の紹介』をされた。

講演会開催

※ 飼い主が急な事故や病気により、ペットの世話が出来なくなる場合に備えて

あらかじめ
信頼の出来る人や団体に財産を託しておき

万が一の場合は
その財産から新しい飼育者に飼育費を払って、ペットの世話をしてもらうため
の制度。

『ペット信託』とは



講演会の様子



その他 写真展実施

～幸せになった 犬猫たち〜



ハッピーライフふぇすたinはだの２０１９「私と家族の老い支度」



協働事業のメリット

市民

団体

市

・動物愛護精神の周知及び終生飼養の義務、繁殖制限
が周知された。
・災害時への周知にもなった。

・相互の連携で高齢者の飼育状況が的確に把握でき、
今後の活動の方向性が見えた。
・広報媒体で広く周知できた。

・「動物愛護法」にある、動物愛護精神を基に、
終生飼養の義務、繁殖制限が促進された。



協働の成果

・講演会開催、リーフレット・チラシ、アンケート作成に関し、
行政のもつ特性やノウハウ、当会の特性が活かされ
目標への問題意識と共有が図られ目的に向けた第一歩となる事業ができた。

・飼い主責任である「終生飼養意識の改革」の啓発となった。

・災害時への周知にもなった。

・高齢者の飼育状況が把握でき、今後の活動の方向性が見えた。

・高齢者だけでなく一般飼養者にも犬猫等の動物愛護精神と終生飼養・繁殖制限
が広報媒体で広く周知できた。

課 題

・人材・資金が無い。
・目的達成までに時間がかかる。



今後の展望

◇人と動物のより良いまちづくりをテーマに
「終生飼養・繁殖制限」の必要性を訴えたい。
（草の根運動）

◇そのために
ペット信託セミナーを開催したい。

ありがとうございました。


